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新年は「吉日」の代表 

                         校長 浅野 正臣 

本年の干支は「卯」。「卯」年の意味は，芽をだ

した植物が「目に見えて大きく成長する」年と言

われています。また，兎がとびはねる様子から「飛

躍や向上の年」とも言われ，どちらにしても児童

一人一人の成長が楽しみな１年になりそうです。 

 

思い返すと，昨年は冬季オリンピックに始まり

夏季オリンピック，サッカーワールドカップと大

きなイベントがありました。その中で，多くの選

手が目標について語っていました。 

オリンピック選手は「子供のころから目標に向

かって努力していた」とか，サッカー選手は「前

回の大会が終わった時から今回の大会を目標に

していた」と言っていました。このことから，目

標というのは，１年間で到達できるものとは限ら

ないということが分かります。何年にも渡ってで

も，あるいは実現できるまでその目標に向かって

努力をし続ける。その行動が，目標達成には大切

だということではないでしょうか。 

 

昨年末，５年生の学級活動の時間に来年の抱負

を発表するという学習をしていました。ほとんど

の児童が「この１年間でできるようになりたいこ

と」について発表をしていました。内容は「今ま

で挑戦したことがないこと」や「今まで挑戦した

けど，なかなかできなかったこと」でした。新年

とは，「思い立ったが吉日」の中でも最も意識し

やすい「吉日」だと思いました。 

また，もう一つの「吉日」について考えてみま

した。それは「年度」です。日本の社会の多くが

この区切りで動いていて学校はその代表的なも

のと言えます。１月は３学期の始まりでもあり，

年度の終わりでもあります。そして，学年のまと

めの時期でもあります。「〇年の学習のまとめを

しよう」「次の学年になるまでにここまではでき

るようにしよう」などと声をかける機会も増えて

きます。児童も，年の初めの新たな目標と共に，

４月に立てた目標にどこまで近づいてきたか考

える時期になります。もし，思ったように進めて

いない目標があるときは，新年を契機に，改めて

取り組むきっかけにしてほしいと思います。 

 

そして，学校は「学年」を重視しがちですが，

私は，無理に１年という期間にこだわらなくても

いいのではないかとも思っています。なぜなら，

児童一人一人の実態に応じて，目標に近づいてい

くことも大切だと考えるからです。学習指導要領

の中にも，複数学年で繰り返し学習することにつ

いて触れられています。 

私は，多くの児童とかかわっていく中で，児童

によっては，すぐにはできなくても，できるよう

になったときは一気にできるという場面を目に

してきました。 

柏野小でも，全児童のペースに合った支援を大

切にしています。全児童の成長のために，教職員

一同，さらに力を合わせていきますので，引き続

き，みなさまのご理解・ご協力をどうぞよろしく

お願いいたします。 

 


